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民
年
金
証
書
か

り

川
受
け
と
ら
れ
た
方
叉

乃
は
受
け
と
ら
れ
る
方

ぺ
既
に
年
金
証
書
を
受
領
さ
れ
た
方
、
又
は
今
後
順
次
受

/

J

領
さ
れ
る
方
は
左
記
の
何
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
、
町
役

ヤ
丁
場
を
経
由
し
て
、
愛
媛
県
知
事
宛
届
出
の
義
務
を
負
わ

ベ
さ
れ
て
い
ま
ず
か
ら
、
よ
く
よ
ん
で
必
ず
守
っ
て
下
さ

寸
芳
』
い
。

い
U

-

、
受
給
権
者
が
死
亡
し
た
と
き
H

「
福
祉
年
金
受
給

河

川

権

者

死

亡

届

」

日
間
工
イ
届
出
義
務
者
か
ら
十
四
日
以
内
に
こ
の
届
書
及
び

「
l

戸
籍
の
抄
本
(
又
は
死
亡
診
断
書
)
に
国
民
年
金

証
蓄
を
添
え
て
提
出
の
こ
と
。

ロ
夫
婦
共
に
受
給
権
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
「
一
福
祉
年
金

支
給
停
止
関
係
盾
」
及
び
国
民
年
金
証
書
を
二
十
日
以
内

に
提
出
の
と
と
。

二
、
受
給
権
者
が
失
権
し
た
と
き
H

「
福
祉
年
金
失
権
届
」

こ
の
居
室
田
に
国
民
年
金
証
書
を
添
え
て
提
出
の
こ
と
。
失
権

の
事
由
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
事
項
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
日
本
国
民
で
な
く
な
っ
た
と
き
。

ロ
日
本
国
内
に
住
所
が
な
く
な
っ
た
と
き
。

一
級
に
該
当
す
る
程
度
の
嬢
疾
の
状
態
で
な
く
な
っ
た
と

き
(
障
害
福
祉
年
金
受
給
者
)

ニ
失
権
が
母
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
(
母
子
福
祉
年
金
受

給
者
)

A
結
婚
し
た
と
さ
。

B

直
系
姻
族
以
外
の
も
の
の
養
子
に
な
っ
た
司
と
き
。

虫、ya路
灯
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検
察
審
官
官
員
候
補
者
の

昭和34年12月20日

選

定

つ

、王

て

大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局

検
察
審
査
会
の
仕
事
は
、
簡

単
に
い
え
ば
検
察
官
の
仕
事
の

や
り
方
を
批
判
し
国
民
の
気
持

を
こ
れ
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で

す。
く
わ
し
く
い
え
ば
、
検
察
官

が
あ
る
事
件
に
つ
い
て
裁
判
所

に
対
し
そ
の
犯
人
の
処
罰
を
求

め
な
か
っ
た
と
き
、
果
し
て
そ

の
よ
う
な
取
扱
を
し
た
こ
と
が

正
し
い
か
ど
う
か
を
、
証
拠
を

調
べ
て
判
断
し
、
こ
れ
を
検
事

正
に
通
知
し
て
一
再
考
宥
求
め
る

と
と
で
す
。

こ
の
た
び
当
庁
で
は
、
昭
和

三
十
五
年
度
に
お
い
て
こ
の
検

察
審
査
会
の
仕
事
を
し
て
い
た

だ
く
検
察
審
査
員
の
各
市
町
村

候
補
者
割
当
数
を
決
定
し
、
管

轄
内
各
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
に
通
知
い
た
し
君
、
す
。

そ
こ
で
、
長
浜
町
選
挙
管
理

委
員
会
で
は
、
早
速
こ
の
割
当

に
も
と
.
つ
い
て
、
衆
議
院
議
員

の
選
挙
権
ー
を
有
す
る
町
民
の
皆

さ
ま
が
た
の
中
か
ら
「
く
じ
」

(ー)

発行所

愛媛県喜多郡

長;宮町役場

印刷所岸本印刷所

期

品u、

!k 

の

C

死
亡
し
た
と
き
。

ホ
失
格
が
子
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

受
給
者
)

A

子
が
死
亡
し
た
と
き

O

B

子
が
結
婚
し
た
と
さ
。

C

子
が
女
以
外
の
者
の
養
子
に
な
っ
た
と
き
。

D

子
が
離
縁
に
よ
っ
て
夫
叉
は
妻
の
い
づ
れ
の
子
で
も
な

く
な
っ
た
と
き
。

E

妻
に
よ
っ
て
子
の
生
計
を
維
持
し
な
く
な
っ
た
と
き
c

F

子
が
義
務
教
育
を
終
了
し
た
と
ぎ
。

三
、
住
所
氏
名
が
変
更
し
た
と
き
H

「
福
祉
年
金
氏
名
変
更
届

」
「
福
祉
年
金
支
払
郵
便
局
住
所
変
更
届
」

イ
氏
名
変
更
屈
に
は
年
金
証
書
並
び
に
新
し
い
戸
籍
の
抄
本

を
添
え
提
出
の
こ
と
。

ロ
住
所
変
更
届
に
は
年
金
証
書
並
び
に
新
し
い
住
民
票
の
抄

本
を
添
え
て
二
十
日
以
内
に
提
出
の
こ
と
。
と
の
場
合
住

居
地
内
の
支
払
郵
便
局
も
当
然
変
更
さ
れ
ま
す
(
他
の
市

町
村
に
住
地
変
更
)

四
、
国
民
年
金
証
書
を
や
ぶ
っ
た
り
よ
ご
し
た
と
き
H

「
国
民

年
金
証
書
再
交
付
申
請
書
」
も
と
の
年
金
証
書
を
添
え
て

こ
の
届
を
て
い
出
の
こ
と
。

五
、
国
民
年
金
託
書
を
失
っ
た
と
き
リ
「
国
民
年
金
証
書
亡
失

届
」
失
っ
た
証
書
で
他
の
人
が
年
金
の
支
払
守
受
け
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
す
ぐ
こ
の
届
を
出
す
と
共
に
支
払
郵

便
局
に
も
こ
の
こ
と
を
届
け
る
こ
と
(
失
っ
た
理
由
は
で

き
る
だ
け
詳
し
〈
書
く
こ
と
。
)

尚
後
に
な
っ
て
失
っ
た
証
書
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち

に
返
納
す
る
こ
と
。

六
、
年
金
託
金
自
の
印
鑑
を
か
え
た
い
と
ま

H
「
福
祉
年
金
印
鑑

変
更
届
」
こ
の
届
に
年
金
託
蓄
を
添
え
て
前
に
押
し
て
あ

る
印
鏡
の
抹
消
を
受
け
る
こ
と
。

七
、
夫
の
死
亡
当
時
胎
児
で
あ
っ
た
子
が
生
れ
た
と
き
引
い
「
母

子
福
祉
年
令
額
改
定
請
求
書
」
こ
の
届
に
年
金
証
書
並
び

に
生
れ
た
子
の
戸
籍
の
抄
本
を
添
え
て
て
い
出
の
こ
と
。

八
、
義
務
教
育
終
了
前
の
子
が
一
一
人
以
上
あ
り
受
給
金
額
に
改

J
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で
三
十
五
名
の
検
察
審
査
債
候
一
当
選
通
知
に
代
え
当
庁
か
ら
送

補
者
の
な
か
か
ら
検
察
審
査
員
一
川
刊
し
ま
す
「
検
察
審
査
員
候
補

(
及
び
同
数
の
補
充
員
)
を
「
一
者
の
し
る
べ
」
御
一
読
下
さ
れ

く
じ
」
で
選
ぶ
段
ど
り
に
な
り
一
ば
御
了
承
い
た
ど
け
る
も
の
と

ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
一
存
じ
ま
す
。

で
実
施
し
て
い
た
だ
く
検
察
審
一
検
察
審
査
員
候
補
者
の
選
定

査
員
補
充
者
の
選
定
は
、
い
わ
一
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
が
た
の
制

ば
、
検
察
審
査
員
を
選
ぶ
第
一
一
度
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
切

次
予
選
に
相
当
す
る
の
で
あ
り
一
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま

ま

す

。

一

す

。

皆
さ
ま
が
た
の
な
か
に
は
、
一
一
計
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長

検
察
審
査
員
候
祷
者
に
選
定
さ
一
浜
町
選
挙
管
理
雰
員
会
又
は
大

れ
ま
す
と
、
何
と
か
不
安
が
ら
一
洲
検
察
審
査
会
事
務
局
(
電
諮

れ
た
り
、
迷
惑
が
ら
れ
た
内
す
一
大
川
局
三
十
八
番
〕
に
お
尋
ね

る
む
き
が
あ
る
よ
う
に
お
開
ぎ
一

F
さ
い
。

す
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

御
懸
念
は
御
無
用
に
額
い
た
く

(
母
子
福
祉
年
金

定
を
要
す
る
と
き

H
「
母
子
福
J

枇
年
金
額
改
定
届
」
次
の
事
由

の
と
台
、
は
こ
の
届
に
年
金
証
書
を
添
え
て
提
出
改
定
を
う
け
る

こ
と
。

イ
子
が
死
亡
し
た
と
き
。

ロ
子
が
結
婚
し
た
と
き
。

ハ
予
が
妻
以
外
の
者
の
養
子
に
な
っ
た
と
き
。

ニ
子
が
離
縁
に
よ
っ
て
夫
の
養
子
で
も
妻
の
養
子
で
も
な
く

な
っ
た
と
き
。

へ
予
が
義
務
教
育
を
終
了
し
た
と
き
。

九
、
福
祉
年
金
支
給
停
止
関
係
屈
を
て
い
出
す
る
と
き
。
支
給

停
上
駅
由
の
発
生
、
及
び
消
滅
、
支
給
停
止
額
の
変
更
す

る
世
帯
由
が
あ
る
と
き
は
二
十
日
以
内
に
福
祉
年
金
友
給
停

止
関
係
届
を
年
金
証
書
に
添
え
て
提
出
の
こ
と
。

イ
支
給
停
止
事
由
の
発
生
、
消
滅
の
と
き
。

①
受
給
権
者
が
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
、
及
び
公
的
年
金
の
額
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き
。

①
受
給
権
者
が
監
獄
や
労
役
場
の
よ
う
な
施
設
に
拘
禁
さ

れ
た
と
き
。

①
母
子
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
さ
る
母
が
二
十
五
才
以

上
の
子
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
。

④
①
①
①
の
状
態
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
停
止
が
消
滅
し

ま
す
。
こ
の
と
き
は
、
い
ず
れ
も
公
的
年
金
証
書
の
写

又
は
そ
の
よ
う
な
事
実
を
認
め
る
書
類
を
添
え
る
こ
と

ロ
支
給
停
止
額
の
変
更
事
由
発
生
の
と
き
。

①
受
給
権
者
又
は
そ
の
配
偶
者
の
公
的
年
金
の
受
給
額
が

-
部
変
更
さ
れ
た
と
き
。

①
夫
婦
共
に
受
給
し
て
い
た
と
き
他
の
一
人
が
死
亡
し
た

と
き
。

十
、
所
得
状
況
屈
を
て
い
出
す
る
と
ぎ
。

イ
年
金
の
受
給
者
は
す
べ
て
毎
年
六
月
一
日
よ
り
三
十
日
ま

で
の
間
に
年
金
証
書
を
添
え
て
提
出
の
こ
と
@

ロ
配
偶
者
に
前
年
の
所
得
税
額
が
あ
っ
て
一
年
間
支
給
停
止

を
受
け
て
い
る
人
で
、
そ
の
配
偶
者
が
死
亡
し
た
り
離
婚

し
た
た
め
停
止
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
。

ハ
扶
養
義
務
者
(
祖
父
母
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
子
、
孫
を

い
う
)
に
前
年
の
所
得
税
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
(
本

年
は
二
三
、
六

0
3円
以
上
)
が
あ
っ
て
-
年
聞
の
支
給

停
止
を
受
け
て
い
る
人
が
挟
養
義
務
者
の
変
更
に
よ
り
停

止
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
二
十
日
以
内
に
て
い
出
の

い
」
〉
」
。

以
上
が
法
に
よ
り
受
給
権
者
が
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
主
な
事
項
で
あ
り
ま
す
。
若
し
手
続
き
を
怠
り
年
金
を
受
領

し
た
こ
と
が
後
日
判
明
し
た
、
と
を
は
、
受
取
っ
た
金
額
の
返
納

を
命
ぜ
ら
れ
る
と
共
に
、
慈
意
に
起
因
す
る
場
合
は
三
年
以
下

の
懲
役
又
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
，
現

在
費
方
に
支
給
さ
れ
て
い
る
福
祉
年
金
に
対
し
、
何
等
か
変
更

せ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
態
が
生
じ
ま
し
た
ら
、
本
人
又
は

家
族
の
方
は
役
場
厚
生
課
あ
る
い
は
出
張
所
へ
お
出
の
上
相
談

し
て
下
さ
い
。
法
は
「
知
ら
な
か
っ
た
」
で
は
許
し
て
く
れ
ま

せ
ん
。
届
書
の
用
紙
は
役
場
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

次

期

収

入

役

大

野

曲一旦

氏

再

選

現
収
入
役
大
野
豊
氏
は
、
来
一
二
月
の
定
例
町
議
会
に
お
い
て

る
十
二
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
一
満
場
一
致
再
選
さ
れ
た
。

任
期
満
了
と
な
る
が
、
去
る
十
一

新
し
い
民
生
委
員
(
児
童
委
員
)

私
た
ち
の
相
談
の
父
と
し
て
母
と
し
て
日
々
の
生
活
に
つ
い

て
指
導
に
応
じ
て
い
た
だ
く
民
生
委
員
(
児
童
委
員
)
さ
ん
が

去
る
十
一
月
末
日
任
期
と
な
り
次
の
方
々
に
今
目
新
し
い
委
員

と
し
て
こ
れ
か
ら
三
ヶ
年
の
間
な
に
か
と
町
の
社
会
福
祉
事
業

に
挺
身
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
一
層
御
活
躍
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

尚
今
回
の
改
選
に
よ
り
御
退
職
に
な
ら
れ
ま
し
た
委
員
さ
ん

に
は
紙
上
を
も
ち
ま
し
て
厚
〈
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

A
議
共
よ
ろ
し
く
御
協
力
御
指
導
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ー、

2

、
3
区

児

玉

良

4
、

5
、
6
、

7
区

福

村

禅

教

8
、
9
、

m区
叶
松
、
大
越
柴
田
幸
一
三
郎

戒

川

全

域

大

野

快

真

日
之
浦
、
中
、
岡
、
豊
中
、
都
梅
窪
奨
恵
子

名
之
城
、
曲
京
大
越

白
方
・
小
谷
・
道
上
・
柿
早
・
峯
大
越
小
野

fJ三

地
区
名

受

白

滝

ム
ノ、

名一
月
十
五
日
成
人
式

調
一
輔
さ
れ

一
月
十
五
日
は
「
大
人
」
に

な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
み
ず
か

ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を

祝
い
は
げ
ま
す
記
念
す
べ
き
日

で
あ
り
ま
す
。

此
の
日
は
家
庭
に
於
か
れ
て

も
一
層
意
義
あ
る
一
日
と
な
る

よ
う
過
し
ま
し
ょ
う
。

今
ま
で
は
其
の
年
に
成
人
に

な
ら
れ
る
方
を
成
人
式
の
行
事

に
参
加
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
三
十
五
年
か
ら
一
月
十
五

決

り

ま

し

た

持

域

民
生
委
員
(
児

童
委
員
)
氏
名

区

青

年

長

浜

町

長
浜
町
教
育
委
員
会

長

浜

町

公

民

舘

る

日
を
も
っ
て
満
二

O
才
に
な
っ

た
方
を
対
象
と
し
て
御
宏
加
願

う
よ
う
に
致
し
ま
し
た
。

来
年
の
成
人
者
は
、

昭
和
十
五
年

τ月
二
日
か
ら
~

同
じ
く
一
月
十
五
日
迄
に
生

れ
た
方
。

町
で
は
そ
の
日
を
記
念
し
て

式
典
を
催
し
ま
す
。

該
当
者
は
も
れ
な
く
御
参
加

下
さ
い
。

。
歳
未
の
交
通
事
故
防
止
。

歳
末
は
交
通
事
故
の
非
常
に

多
い
と
き
で
す
。

つ
ぎ
の
点
に
注
意
し
て
、
お

互
に
事
故
を
な
く
し
た
い
も
の

で
す
。

て
ふ
だ
ん
出
な
れ
な
い
婦
人

や
老
人
が
買
物
に
で
か
け
る

と
き
は
時
聞
に
十
分
な
ゆ
と

り
を
と
り
「
人
は
右
、
車
は

左
」
の
対
面
交
還
を
よ
〈
守

る
こ
と
。

二
、
交
通
事
故
の
う
ち
歩
行
者

の
不
注
意
に
よ
っ
て
起
き
た

も
の
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

車
の
直
前
直
後
を
横
断
し
た

り
道
路
を
な
、
め
に
横
断
し

た
L
め
に
お
き
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
道
路
を
横
断
す
る

と
き
は
左
右
を
よ
く
み
て
、

安
全
な
と
と
を
確
め
て
か
ら

ま
っ
す
ぐ
に
検
ぎ
る
こ
と
。

三
、
酒
を
の
ん
で
湾
酔
い
し
た

よ
う
な
と
き
は
、
で
き
る
だ

交
通
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
を
さ

け
て
通
る
こ
と
。

善
三

ム

ノ、

名

上

老

松

全

域

叶

義

章

柿

之

久

保

、

惣

瀬

、

郷

、

下

平

東

宮

幾

子

前

奥

、

新

造

替

地

、

大

久

保

，

菊

地

伝

蔵

穂
積
、
猪
之
尾

桜

、

下

村

、

谷

上

久

保

千

穂

駄
馬
.
木
村
、
明
東
地
、
夫
上
宇
都
宮
吉
幸

奥
、
朝
日

d

上
'
中
、
下
、
中
央
永
田
義
邦

浜

、

浜

宮

、

河

原

、

西

谷

沖

野

要

東

、

坂

谷

小

山

常
水
、
大
峯
、
中
峯
、
原
保
、
藤
白
兵
一
顕
7

ナ
ゴ

東
港
、
西
港
、
東
一
日
向
松
、
西
高
松
高
橋
石
太
郎

須

沢

全

域

石

田

政

雄

大

和

櫛四

生名

三

名

出
、
海

黒沖育 3427 19 17 11 5 1 I無今峯 i港沖
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本大 I~友
ニ合

橋
立大一

井水田西日池足鎌清浜|矢浜空|水藤西
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三

名

喜
多
灘

十

名

長

浜

め

ぼ

し

と

自

が

ゆ

甲つ病
気
を
な
お
す
の
は
本
人
の
一
形
に
し
て
、
ふ
だ
ん
よ
り
ど
ち

身
体
に
そ
な
わ
る
自
然
の
治
癒
一
そ
う
を
与
え
る
よ
う
に
し
た
い
今

力
で
す
薬
は
そ
の
補
助
に
す
ぎ
一
牛
乳
、
卵
、
乞
う
ふ
、
夏
か

な
い
。
そ
こ
で
胃
腸
の
特
殊
な
一
ん
、
色
味
の
魚
や
烏
ゃ
、
脂
肪

病
気
な
ど
は
別
と
し
て
大
て
い
一
の
少
な
い
牛
豚
肉
を
や
わ
ら
か

の
病
気
に
つ
い
て
「
う
め
ぼ
し
一
く
に
た
り
、
ひ
き
肉
に
し
た
も

と
白
が
ゆ
」
と
い
っ
た
食
事
は
一
の
な
ど
は
い
つ
も
大
切
で
す
。
&

治
一
憶
を
お
く
ら
せ
る
だ
け
で
あ
一
と
に
か
く
病
人
は
ご
ち
そ
う

る
。
な
る
べ
く
滋
養
の
あ
る
食
一
を
食
ベ
る
こ
と
で
す
。

事
を
や
わ
ら
か
く
消
化
の
い
い
-

自
衛
官
募
集

只
今
防
衛
庁
で
は
陸
上
、
海
上
、
航
空
自
衛
官
の
募
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

-

d

資

格

満

十

八

才

よ

り

二

十

五

才

未

満

の

男

子

二

、

初

任

給

六

四

O
O円
食
事
、
被
服
、
無
料
貸
与

三
、
受
付
期
間
十
一
月
二
十
日
よ
り
-
月
十
四
日
ま
で

四
、
採
用
試
験
一
月
二
十
二
日
犬
、
洲
市
公
会
堂

五
、
入
隊
期
日
三
十
五
年
三
月
下
旬

六
、
其
の
他
詳
細
は
市
町
村
役
場
で
お
た
ず
ね
下
さ
い

⑮
試
験
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
予
備
試

験
に
つ
い
て

本
試
験
の
成
績
を
よ
く
す
る
た
め
試
験
内
容
、
受
験
準
備
の
指

導
及
び
自
衛
隊
の
内
容
、
待
遇
、
将
来
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
ず
か
ら
気
楽
に
御
利
用
下
さ
い
(
予
備
試
験
の
成
績
の
よ

い
人
は
本
試
験
学
科
試
験
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
)

予
備
試
験
日
時
一
月
八
百
十
時
よ
り

場

所

長

浜

町

役

1 2 

場
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ぜ)よL 

り

年始を新生活でおよ

f璽霊の開::r(毎月l回発行)

年

舘

五
年
つ
ど
き
の
豊
作
と
、
す

ば
ら
し
い
経
済
界
の
好
景
気
を

も
っ
て
一
九
六

O
年
が
迎
え
ら

れ
F

ょ
う
と
し
て
い
ま
す
。

実
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で

す。
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
は
「
よ

り
よ
い
生
活
」
が
限
り
な
く
続

く
こ
と
を
わ
が
い
ま
す
し
今
日

よ
り
も
さ
ら
に
り
っ
ぱ
な
明
日

が
く
る
と
と
を
の
ぞ
ん
で
い
ま

す。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
「

希
い
」
を
実
現
す
る
た
め
に
豊

か
で
あ
る
今
日
こ
そ
、
健
か
な

来
年
を
培
い
た
い
も
の
と
考
え

ま
す
。私

た
ち
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
か

ら
お
正
月
に
か
け
て
い
ろ
/
¥

な
「
く
ら
し
の
行
事
」
を
綴
り

生
き
る
喜
び
を
味
い
な
が
ら
大

切
な
生
活
の
区
切
り
を
つ
く
っ

つ
て
ゆ
き
ま
す
。

で
も
、
こ
の
大
切
な
諸
一
行
事

も
、
ゆ
た
か
な
年
ほ
ど
乱
れ
が

ち
で
、
そ
の
本
当
の
意
味
は
失

な
わ
れ
、
と
り
か
え
し
の
つ
か

な
い
「
生
活
の
ゆ
る
み
」
を
生

み
だ
す
傾
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
よ
り
よ
い
生
活
」

を
迎
え
る
た
め
に
、
み
ん
な
の

家
庭
が
、
年
末
、
年
始
を
悔
い

な
く
送
る
よ
う
に
、
次
の
実
行

を
提
唱
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
提
唱
に
よ

り
、
街
や
職
場
の
み
な
さ
ん
が

そ
れ
ん
¥
の
実
情
に
そ
っ
た
実

行
を
起
し
、
豊
作
と
好
景
気
を

す
こ
や
か
な
家
庭
，
つ
く
り
の
ベ

ー
ス
と
せ
ら
れ
、
新
し
い
年
の

新
し
い
町
風
を
創
り
だ
さ
れ
る

こ
と
を
希
っ
て
い
ま
す
。

民公町浜長

⑮

年

末

の

運

動

一
、
ム
ダ
な
買
物
を
し

な
い
で
貯
蓄
を
ふ
や
し

家
や
国
を
豊
か
に
す
る

力
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

二
、
形
式
や
お
義
理
の

贈
答
は
や
め
て
し
ま
い

真
心
の
こ
も
っ
た
も
の

だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
二
、
忘
年
会
や
ク
リ
ス

マ
ス
の
催
し
は
、
つ
と

め
て
家
庭
を
中
心
に
行

い
、
酒
乱
騒
ぎ
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

四
、
互
い
に
手
を
と
り

あ
っ
て
「
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
」
に
く
わ
わ

り
ま
し
ょ
う
。

五
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾

木
は
、
森
林
資
源
を
ま

も
る
た
め
に
生
木
を
使

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ト
4

ベノ。

⑨
(
年
始
の
運
動
)

て
門
ご
と
に
国
旗
を

立
て
、
門
松
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

二
、
新
年
の
宴
会
や
回

礼
は
や
め
て
、
家
族
の

楽
し
い
お
正
月
と
し
ま

し
ょ
う
。

三
、
お
正
月
の
お
料
理

は
、
家
族
の
栄
養
を
考

え
た
も
の
と
し
、
お
客

料
理
は
や
め
ま
し
ょ
う

四
、
家
族
み
ん
な
で
新

生
活
の
設
計
を
考
え
る

機
会
を
も
ち
、
家
計
簿

に
よ
る
く
ら
し
を
始
め

ま
し
ょ
う
@

お
正
月
は
新
暦
で
行
い

世
界
中
の
人
々
と
一
諸

に
祝
う
こ
と
に
し
ま
し

ょ
う
。

(
4
頭
の
決
一
時
〕

女貯蓄励行・ υ ・しかしこんなむりは….，'.

女禁酒断行

山お1べじが買いにきても

完ったら承知しねえぞ'

A
V
4
Y
8
4
3
4
1
d地
1
7凪
噂

9
A唾
avd亀
t
a
V
4
3
J晶
噂

AVA唱
+
」
臥
噌

mvd弔
A，d晶
3
4も
h
4
z
a
V
4
8，
d晶

T

7

1

/

一
ー
き
ち
ん
と
し
て
大
切
に
す
る
こ

庁

、

お

ム

J

治

z

d

l

一
と
が
社
会
教
育
活
動
の
一
つ
で

J

7

{

τ

品
一
凶
手
判
官
白
一
も
あ
る
の
で
す
。

T

ぬ

AZ二

)
-
4
-
E
一

告

一

ま

だ

こ

れ

ら

の

施

設

の

な

い

押

円

程

建

、

江

d

百

で

2
2
?と
れ
が
実

-

M

守

一

一

現

す

る

よ

う

努

力

し

ま

し

ょ

う

「
公
民
舘
と
は
何
を
す
る
と
一
ナ
メ
で
す
。
一
「
気
軽
に
行
け
る
公
民
舘
」

こ
ろ
で
す
か
」
一
効
果
的
に
地
域
活
動
が
展
開
一
公
民
舘
は
み
な
さ
ん
の
憩
い

と
問
わ
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
一
さ
れ
る
た
め
に
は
問
題
点
を
専
一
の
場
所
で
あ
り
学
び
の
場
所
で

ど
う
答
え
ま
す
か
。
一
門
的
に
芳
え
、
す
べ
て
の
人
々
一
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
集
会
所
だ
よ
一
を
な
ん
ら
か
の
形
で
活
動
の
対
一
ポ
メ
タ
ー
や
図
表
或
い
は
書

大
人
の
学
校
と
で
も
い
う
の
一
象
と
す
る
こ
と
の
出
来
る
組
織
一
物
に
よ
っ
て
社
会
の
こ
と
、
町

か

ね

一

が

必

要

で

す

。

一

勢

全

般

の

こ

と

か

ら

生

活

の

こ

可
の
図
書
舘
じ
ゃ
↑
そ
の
池
波
活
動
の
中
心
に
な
一
と
ま
で
一
日
で
わ
か
る
よ
う
に

よ
ろ
ず
相
談
所
、
い
や
生
活
一
る
の
が
公
民
舘
の
姿
で
あ
り
話
一
し
て
あ
っ
た
り
、
之
等
を
実
際

改
善
の
よ
り
ど
こ
ろ
か
な
一
し
を
持
ち
こ
ん
で
実
現
す
る
よ
一
に
使
用
し
た
り
し
て
何
物
か
を

等
々
お
答
え
が
兵
る
よ
う
に
一
う
に
協
力
す
る
姿
が
明
る
い
地
一
得
て
帰
え
れ
る
よ
う
に
考
え
ら

そ
れ
ん
¥
の
地
域
の
事
態
に
よ
一
域
社
会
の
姿
と
云
え
ま
し
ょ
う
一
れ
て
い
る
の
も
公
民
舘
の
特
色

っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
の
が
公
一
「
佳
話
役
と
し
て
」
一
で
す
。

民
舘
の
特
色
で
す
。
一
公
民
訟
は
地
域
活
動
の
奉
仕
一
定
期
講
座
が
設
け
ら
れ
た
り

公

民

舘

が

よ

く

な

る

た

め

に

十

者

で

す

。

一

学

習

の

グ

ル

ー

プ

(

学

級

)

が

は
地
域
の
皆
さ
ん
が
公
氏
舘
色
一
色
々
な
民
生
団
体
の
仕
事
を
一
生
れ
た
り
し
て
社
会
人
と
し
て

ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
か
に
一
す
る
た
め
に
会
合
の
通
知
の
出
一
の
修
養
を
積
む
場
所
で
も
あ
り

よ
っ
て
変
る
の
で
す
。
一
し
か
た
か
ら
、
会
の
机
の
並
べ
て
ま
す
。

つ
ま
り
公
民
館
は
地
域
の
比
二
万
や
司
会
の
進
め
方
に
至
る
ま
一
む
す
び

さ
ん
の
総
意
に
よ
っ
て
運
営
さ
一
で
、
そ
の
気
に
な
っ
て
こ
ま
ご
一
学
校
教
育
の
後
の
人
間
像
の

れ
る
私
達
の
公
民
館
と
な
る
ベ
一
ま
と
世
話
を
す
る
よ
う
な
安
が
一
完
成
に
大
切
な
社
会
教
育
の
場

き
も
の
な
の
で
す
。
一
公
民
舘
な
の
で
す
。
一
で
あ
り
、
地
域
の
問
題
を
解
い

「
話
を
公
民
館
へ
持
ち
と
も
一
地
域
の
世
話
役
と
し
て
頼
み
一
て
行
く
施
設
の
中
心
が
公
民
舘

う
」
公
民
舘
は
地
域
活
動
の
カ
一
も
し
協
力
も
致
し
ま
し
ょ
う
。
一
で
す
。

「
会
合
は
公
民
舘
を
利
用
し
↑
み
ん
な
で
考
え
公
民
館
を
私

ま

し

ょ

う

」

一

遠

の

も

の

に

し

て

カ

強

く

育

て

公
氏
舘
は
み
な
さ
ん
の
施
設
一
ま
し
ょ
う
。

で
す
。
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
運
営
さ
れ
て

い
中
立
、
す
ノ

C

集
去
に
都
合
の
よ
い
部
屋
、

利
用
さ
れ
る
台
所
、
図
書
室
-
や

郷
土
室
更
に
希
め
ば
総
会
や

室
内
運
動
内
出
央
る
ホ
ー
ル
等

が
私
遣
の
一
も
の
な
の
で
す
。

簡
単
な
手
続
き
で
手
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
又
自
分
遠
の

も
の
と
し
て
準
備
と
後
始
末
も

強 12月-1月農
八地

る芸
で日

分
士、
i三、 CJ
仁コ

で
た
」
た新

農
村

調

月

回
一
口
問

第
一

評

去
る
十
二
月
十
八
、
十
九
日

の
両
日
実
施
致
し
ま
し
た
農
林

水
産
物
品
評
会
開
催
に
あ
た
り

ま
し
て
は
皆
様
の
御
協
力
に
よ

り
、
出
品
物
は
昨
年
度
の
一
、

九一二

O
点
に
対
し
二
、
。
七
二

点
と
年
々
増
加
盛
大
裡
に
終
了

致
し
ま
し
た
。

次
に
入
賞
者
を
記
し
ま
す
と

特
賞
県
知
事
賞

玄
米
世
野
下
弘
俊(

喜
多
灘
)

温
州
大
成
利
男
(
グ
)

大
根
小
野
定
衛
(
白
滝
)

木
炭
谷
本
式
美
(
大
和
)

一
等
賞
愛
媛
新
聞
社
長
賞

玄

米

窪

昭

一

裸

安

藤

田

銭

大
一
豆
菊
地
義
明

温

州

池

田

コ

ヨ

庁
石
山
メ
グ
ミ

牛

努

増

田

虎

義

葱

仲

岡

義

浪

煮

干

松

岡

兼

一

木
炭
水
本
即
時
一
利

一
等
賞
町
長
賞

。
七
つ
の
海
と
は
北
氷
洋
、

南
氷
洋
、
北
太
平
洋
、
南
太
平

洋
、
北
太
西
洋
、
南
太
西
洋
、

印
度
洋
の
こ
と
を
い
う
。

。
人
間
が
腰
掛
け
た
と
き
、

台
か
ら
頭
の
テ
ツ
ペ
ン
ま
で
を

坐
高
と
い
う
。
そ
の
長
さ
の
二

一
栄
が
腸
の
長
き
だ
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

。
人
間
の
手
の
中
指
の
長
さ

の
大
体
二
十
倍
が
、
そ
の
人
の

身
長
で
あ
る
。

こ
れ
で
い
く
と
座
わ
っ
て
い

る
大
仏
さ
ん
の
立
ち
姿
が
計
れ

る
わ
け
だ
。

。
リ
シ
ゴ
を
む
い
で
出
品
水
に

入
れ
る
と
、
空
気
中
の
酸
素
に

よ
勺
て
赤
く
な
る
の
を
防
ぐ
、

容
に
出
す
と
き
、
場
水
に
つ
け

て
山
す
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る

J

日
本
で
初
め
て
家
に
瓦
屋

根
を
用
い
た
の
は
寛
永
五
年
で

所
は
れ
戸
本
郷
二
丁
目
、
家
主

は
小
野
寺
重
兵
衛
と
い
う
。

ふ一品

の

，入

t主主F
Fミ

者

玄
米
富
田
ス
ミ
ヱ

小

麦

谷

本

武

義

大
一
旦
清
水
広
右
衛
門

庁

界

内

重

雄

小

豆

都

田

恒

夫

赤

豆

谷

本

武

義

ち
づ
ら
豆
鎌
田
徳
衛

温

州

畑

山

久

男

グ

上

左

古

仙

左

庁

石

山

知

常

一
口
回
有
柿
一
宵
虎
之
進

八

朔

松

岡

武

平

治

木

炭

神

西

陪

馬

キ

ビ

田

中

並

回

大

根

回

安

義

久

牛

努

森

川

夏

雄

飛

岡

田

信

術

葱

石

川

鉄

四

郎

漬

物

田

中

忠

登

志

千
ひ
じ
き
後
藤
フ
サ
コ

二
等
賞

水

沼

惟

考

外
八
十
五
名

三
等
賞

徳
外[I_j

八 幸
斗 J 時1

1名刀

たすけあいわまず

の間から身寄り

我
々
の
生
活
は
、
夫
婦
と
親

子
を
中
心
に
常
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
基
本
単
位
の
家
庭
で
は
一

切
れ
の
パ

γ
で
も
わ
け
合
っ
て

ゆ
く
た
て
ま
え
で
す
が
、
夫
婦

親
子
以
外
の
親
族
の
間
の
扶
養

で
は
ど
の
よ
う
な
義
務
が
あ
る

ム
μm

直
系
血
族

l
祖
父
母
、
父

母
子
、
孫
な
ど
と
兄
弟
姉
妹

お
互
に
扶
養
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
ほ
か
特
別
の

事
情
が
あ
る
と
き
は
三
親
等

内
の
親
族
(
お
じ
、
お
ば
)

と
(
お
い
、
め
い
)
や
先
妻

の
子
と
後
妻
嫁
と
し
ゅ
う
と

し
ゅ
う
と
め
な
ど
ア
』
間
に
も

扶
養
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

品
川
親
族
中
に
生
活
困
窮
者
が
一

人
あ
り
、
牧
養
カ
の
あ
る
者

が
幾
人
も
い
る
と
き
、
反
対
』
唱

に
扶
養
力
の
あ
る
者
が
一
人
同
凶

し
か
な
く
て
差
点
困
窮

d
m
一

マ

出

生

幾
人
も
い
る
と
き
、
だ
士
カ
一

扶
養
す
る
か
は
お
互
の
話
し
一
(
十
一
月
届
出
分
)

あ

い

が

つ

か

な

け

れ

ば

家

庭

一

本

庁

裁

判

所

が

き

め

る

。

扶

養

五

沢

井

秀

吉

長

男

秀

秋

程
度
も
最
終
的
に
は
室
長
引
一
弁
よ
長
喜
二
男
晴
彦

削

が

き

め

る

。

/

十

小

川

兼

蔵

長

女

千

春

Pι
り
つ
が
世
閣
に
は
自
分
の
(
石
井
孔
三
長
男
京
司

{
生
活
が
子
い
つ
-
ぱ
い
で
他
人
一
笹
田
智
長
女
優
子

の
面
倒
ま
で
み
ら
れ
な
い
例
一
回
淵
モ
リ
子
男
司

、
ま
た
で
れ
で
も
扶
養
し
一
高
崎
二
郎
長
男
孝
生

て
く
れ
る
い
川
が
な
い
た
め
生
一
西
谷
一
高
雄
二
男
保

活

に

因

っ

て

い

る

人

が

多

い

一

宮

多

灘

こ
れ
は
間
が
そ
の
最
低
生
活
一
高
木
君
獄
図
男
正
行

を

保

障

す

る

わ

け

で

こ

竺

櫛

生

が
一

t

生
活
保
護
」
制
度
で
土
工
藤
米
徳
二
L
A

穂

波

る
。
こ
れ
に
は
生
前
扶
養
、
一
河
内
通
泰
長
男
稔

教

育

扶

助

、

住

宅

扶

助

、

豆

出

海

療
扶
助
、
出
産
扶
助
、
生
業
午
山
田
幸
太
郎
長
女
晴
江

停

助

、

葬

祭

停

駄

な

ど

が

ゐ

一

大

和

り
、
各
地
の
福
祉
事
務
所
が
1ヰ
寸
矢
野
忠
夫

E長
押
択
ト
女
ハ
ル
、
ミ、己
、

収
扱
つ
て
い
る
c

v
と
」
れ
ら
の
寸
西
山
川
川
美
差
占

保佳一謬殺普同はu
親塑ん族欣控附に

ιtよる扶
斗
養
煮
焚
君
日
が
か
占
す
吋
氷
水
『
本
本
弘
長
号
'
女
女
美
代
子

十
八
狛
切
な
さ
れ
な
い
と
き
、
け
二
亀
岡
啓
長
女
仲
子

じ
め
て
行
な
わ
れ
る
た
て
ま
「
ユ1一
十
、
大
野
亀
命
二
男
圭
一

え
で
あ
る
c

4

菊

間

豊

徳

二

男

泰

平

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
/r

白

滝

し
一
生
を
国
の
責
任
で
う
ふ
一
中
島
光
吉
四
女
由
美
子

よ
う
な
社
会
保
障
制
の
確
立
J
向

井

輝

一

長

男

昇

さ
れ
て
レ
な
い
現
状
で
は
、
ム
宮
下
忠
-
長
男
博
昭

親
族
の
間
で
お
互
い
に
何
と
L

‘
久
保
重
徳
長
女
優
晃
子

か
助
け
合
う
と
と
が
第
一
な
一
マ
死
亡

の

で

あ

る

。

一

本

庁

あ

た

し

に

も

一

環

内

ノ

修
一
西
村
テ
ル
ヨ

任

コ

こ

L
D

一

大

和

i

I

R

一

山

本

章

雄

で

き

る

一

増

本

高

雄

'

一

白

諸

』」

TJ斗
J
b力

、

パ

一

白

石

チ

ョ

7
F
E
-
-回

/LL二
野

間

カ

メ

子

電
線
査
難
防
止
に
御
協
力
下
さ
い

四
国
電
力
大
洲
付
金
(
応
長

最
近
著
名
/
地
区
の
各
地
に
電
線
の
盗
難
が
頻
発
し
御
家
庭
の

電
灯
に
支
障
を
来
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
之
が
対
策
と
し
て
関

係
警
察
署
並
に
出
先
営
業
活
と
も
充
分
連
絡
し
て
盗
難
防
止
に

日
夜
努
め
て
居
り
ま
す
が
、
何
分
に
も
広
い
地
域
の
た
め
未
だ

効
果
あ
げ
得
ず
需
慮
致
し
て
お
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。
付
き
ま

し
て
は
先
日
町
役
場
弘
報
係
並
に
警
察
署
へ
御
相
談
申
上
げ
御

家
庭
の
皆
様
に
御
協
力
を
お
願
い
す
る
よ
う
御
了
承
を
得
ま
し

た
の
で
何
か
と
御
迷
惑
を
掛
け
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
左
記
に
よ

り
御
協
力
の
程
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

て
深
夜
で
も
電
灯
が
一
一
戸
又
は
数
戸
全
部
が
消
え
た
場
ム
い

二
、
昼
間
又
は
日
暮
れ
時
線
路
の
附
近
で
見
な
れ
ぬ
不
審
な

人
物
が
う
ろ
つ
い
て
い
る
場
合
。

左
記
の
て
二
の
よ
う
な
場
合
に
は
早
速
最
寄
の
電
力
会
社
、

警
察
署
へ
御
連
絡
下

3
い
ま
す
よ
う
お
ね
が
い
致
し
ま
す
。
な

お
現
在
ま
で
に
液
難
は
殆
ん
ど
真
夜
中
で
比
較
的
交
通
の
便
が

良
く
家
の
少
な
い
地
区
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
参
考

迄
に
現
在
ま
で
の
被
害
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
寸
。

電
線
盗
難
状
況
十
二
月
三
日

t
十
二
月
二
十
三
日
ま
で
。

十

二

月

上

旬

内

子

町

五

件

十
二
月
|
句
五
十
崎
町
五
件

十

二

月

下

句

大

州

市

五

件

十

二

月

下

旬

長

浜

町

一

件

計
十
六
件


